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第
百
六
十
五
号

わくわく・どきどきの新学期スタート！

●佐藤英司　当町の空き家の現状と今後の対策について
●大畠敏弘　今後の公共施設のあり方について
●大竹　登　�財源確保と財政健全化の今後の見通しについて
　　　　　　町立診療所と介護老人保健施設「ひだまり」の
　　　　　　運営について
●羽賀直文　ふるさと寄附金について

町政を問う  一般質問

令和４年度 由仁小学校入学式
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令和４年
第１回定例会

　令和４年第１回定例会は３月３日に召集され、会期を 18日までの 16日間とし
て開会しました。
　諸般の報告（会務、例月出納検査、令和３年度定例監査）に続いて行政報告、教
育行政報告、町長から町政執行方針、教育長から教育行政執行方針が表明され、一
般質問は４名の議員が５件の質問を行いました。
　付議事件は、専決処分した事件（補正予算）２件について承認し、令和３年度各
会計補正予算案７件、条例の一部改正案５件、町道路線の認定案１件、会議案２件、
意見書案１件、決議案１件を慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容

令和３年度由仁町一般会計補正予算につ
いて

町立診療所へ寄附があり、令和４年度に医療用機材
等を購入するための基金積立

令和３年度国民健康保険由仁町立診療所
特別会計補正予算について 備品購入費及び一般会計操出金の計上

由仁町職員定数条例の一部を改正する条
例の制定について

由仁町立診療所の職員定数を変更するため、条例の
一部を改正

由仁町健康元気づくり館設置及び管理条
例の一部を改正する条例の制定について

健康元気づくり館児童室の使用許可の取り扱いを変
更するため、条例の一部を改正

由仁町地域福祉支援事業条例の一部を改
正する条例の制定について

緊急通報装置設置事業の利用者負担の対象経費及び
負担額を変更するため、条例の一部を改正

由仁町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について

国民健康保険法等の一部改正に伴い、未就学児の被
保険者均等割額を減額する必要があるため、条例の
一部を改正

由仁町道路占用料徴収条例の一部を改正
する条例の制定について

道路法及び同法施行令の一部改正に伴い、道路占用
料金を変更する必要があるため、条例の一部を改正

町道路線の認定について 道路法第８条の規定により、新たに町道を認定

閉会中の所管事務調査について 各常任委員会の所管事務調査事項について承認

由仁町議会の構成と運営に係る審査特別
委員会の設置について

議会の構成と運営に関する審査を行う特別委員会を
設置

コロナ禍での消費拡大対策の強化と水田
活用交付金の見直しに関する意見書につ
いて

左記の意見書を採択し、衆参両議院及び関係省庁等
に提出

ロシアによるウクライナへの軍事侵略に
対する決議について 左記について決議

専
決
処
分
し
た

事
件
の
承
認

条　
例　
の　
一　
部　
改　
正

認定

会
議
案

意
見
書

決議
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令和４年度予算を可決しました
一般会計・特別会計・企業会計予算総額

8,845,180千円（前年度比6.8％増）

（単位：千円）

会　　計　　名 令和３年度
当　　　初

令和４年度
当　　　初 比　較 伸率(％)

一 般 会 計 4,817,941 5,215,151 397,210  8.2

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 913,214 919,311 6,097  0.7

農 業 集 落 排 水 事 業 213,791 279,788 65,997 30.9

介 護 保 険 事 業 785,113 750,854 △34,259  △4.4

後 期 高 齢 者 医 療 105,376 114,113 8,737  8.3

国 民 健 康 保 険 由 仁 町 立 診 療 所 510,430 526,303 15,873  3.1

介 護 老 人 保 健 施 設 事 業 124,175 139,689 15,514  12.5

企
業
会
計

水 道 事 業 815,639 899,971 84,332  10.3

収 益 的 支 出 507,546 510,287 2,741  0.5

資 本 的 支 出 308,093 389,684 81,591  26.5

合 計 8,285,679 8,845,180 559,501 6.8

令和４年度各会計予算
は、予算審査特別委員会
に付託され審査を行い、
委員会報告のとおり原案
可決としました。
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令和４年度の主な新規事業

○芸術・文化・スポーツの推進とふるさとの
　歴史・文化の継承

○最適な地域公共交通体系の整備

○主な普通建設事業など

　

・ゆに在住アーティスト個展

　町在住アーティストによる個展を開催

・地域間交通試行的運行事業

　�通勤や通学等の移動手段が不十分である札
幌方面への交通について、効果的な地域間の
交通体系を制度設計し、試行的運行を実施

・三川本通り線道路改築工事

・中央団地建設工事

・スクールバス更新

ロシアによるウクライナへの
軍事侵略に対する決議について

本年２月 24 日にロシアがウクライナに軍事侵攻を開始し、戦闘の終結が見えません。
由仁町議会は次の決議を採択し、在日ロシア連邦大使館に決議書を送付しました。
一刻も早い平和的な解決が望みます。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

                   

軍
事
侵
略
に
対
す
る
決
議

　

本
年
２
月
24
日
に
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
、
明
ら
か
に
同
国
の
主
権

及
び
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
し
、
武
力
行
使
を
禁
ず

る
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で
あ
り
、
国
連
憲
章
の
重

大
な
違
反
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
欧
州

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
を
含
む
国
際
社
会
の
秩
序

の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
極
め
て
深
刻
な
事
態

で
あ
り
、
隣
接
地
域
で
あ
る
北
海
道
と
し
て
も
看
過

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
我
が
国
と
ロ

シ
ア
と
の
関
係
を
無
に
し
か
ね
な
い
。

　

よ
っ
て
、
由
仁
町
議
会
は
、
今
般
の
ロ
シ
ア
の
侵

略
行
為
に
対
し
強
く
非
難
を
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ

ア
軍
の
攻
撃
停
止
と
即
時
撤
退
、
及
び
国
際
法
の
遵

守
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
３
月
18
日

　
　
　
　
由
仁
町
議
会
議
長　

熊　
林　
和　
男

●4議 会 だ よ り



令和３年度各会計補正予算

第 1 回臨時会第 1 回臨時会 （令和４年１月17日開会）

　次の施設の指定管理者の指定を可決しました

施　設　名 指定管理者 期　間

ゆ に ガ ー デ ン 東 武 緑 地　 株 式 会 社 令和４年４月１日から１年間

由 仁 町 体 験 農 園 東 武 緑 地　 株 式 会 社 令和４年４月１日から１年間

伏 見 台 球 場 東 武 緑 地　 株 式 会 社 令和４年４月１日から１年間

　新型コロナウイルス等に関する議案（補正予算案）１件について原案のとおり可決しました

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計

５,６７０,２９２ ８３,９４９ ５,７５４,２４１
ふるさと寄附金の増加に伴う返礼品及び積立金の増額、指定管理施設
運営事業支援金の計上及び農業関係事業費の増額、事業等の完了に伴
う予算整理など

特

別

会

計

国民健康保険事業
９１１,９０７ △６５,４４９ ８４６,４５８

保険給付費の減額

農業集落排水事業
２１１,４６０ ５９０ ２１２,０５０

集落排水管理費などの予算整理

介 護 保 険 事 業
８１６,６５９ △５９,４９３ ７５７,１６６

保険給付費及び地域支援事業費の減額や積立金の増額など

国民健康保険由仁
町 立 診 療 所

５３８,１０８ ８７５ ５３８,９８３
施設運営に係る経費の予算整理及び一般会計操出金の増額など

介 護 老 人 保
健 施 設 事 業

１３２,８８５ ５３３ １３３,４１８
人件費や経費などの予算整理

企業
会計 水  道  事  業 

８２４,２０３ △５,６７３ ８１８,５３０
事業費などの確定に伴う予算整理

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計

５,５６９,８５０ ９５,４４２ ５,６６５,２９２

新型コロナウイルス対応地方創生臨時事業費
個人番号カード利用に係る人件費
体育館修繕料など

（単位：千円）

（単位：千円）
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一般
質問

当
町
の
空
き
家
の
現
状
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

  

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が
平
成

27
年
２
月
に
施
行
さ
れ
、
本
町
に
お
い

て
も
平
成
30
年
８
月
に
「
空
き
家
対
策

計
画
」
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
か
ら
３
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
計
画
の
執
行

状
況
に
つ
い
て

①
空
き
家
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
進

捗
状
況
と
そ
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

②
所
有
者
不
明
空
き
家
の
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て

③
由
仁
町
空
き
家
等
対
策
協
議
会
の
活

動
状
況
及
び
特
定
空
き
家
の
認
定
に
つ

い
て

　
以
上
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

１
点
目
で
す
が
、平
成
27
年
度
に
民

間
事
業
者
に
委
託
し
、調
査
し
た
成
果

品（
一
覧
表
、台
帳
、調
査
票
、位
置
図
）

を
活
用
し
て
、関
係
部
局
と
の
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
適
宜
、更
新
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、管
理
不
全
の
空
き
家
に

対
す
る
注
意
喚
起
や
改
善
要
望
を
行
う

際
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

２
点
目
で
す
が
、所
有
者
又
は
そ
の

相
続
人
な
ど
の
追
跡
調
査
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

法
定
相
続
人
は
、そ
の
権
利
が
甥
や

姪
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、調
査
に
時

間
を
要
し
て
い
ま
す
が
、所
有
者
本
人

及
び
相
続
人
の
連
絡
先
な
ど
も
、土
地

の
所
有
者
や
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
な

ど
に
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、引
き
続

き
調
査
を
実
施
し
て
行
き
ま
す
。

　

３
点
目
で
す
が
、空
家
法
に
基
づ
き

由
仁
本
町
及
び
三
川
市
街
地
区
の
連
合

自
治
区
長
な
ど
11
名
の
構
成
員
で
設
置

さ
れ
た
協
議
会
は
、平
成
30
年
度
か
ら

毎
年
開
催
し
、町
内
の
空
き
家
に
関
す

る
情
報
交
換
や
特
定
空
家
等
実
態
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、特
定
空
家
と
し
て

認
定
す
る
か
、否
か
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
個
々
の
空
き
家
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
策
を
検
討
し
、町
内
の
空
き

家
解
消
に
向
け
た
取
組
を
計
画
的
に
行

う
よ
う
努
め
ま
す
。

佐藤議員

今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　

町
長
は
、
令
和
４
年
度
町
政
執
行

方
針
で
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
位
置
付
け
は
、
平
成

29
年
に
策
定
の
「
総
合
管
理
計
画
」

が
あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
大
規
模
改
修
や

建
替
え
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
老
朽
化

が
進
行
し
、
安
心
し
て
使
用
で
き
な

く
な
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
下

で
は
、
全
て
の
施
設
を
維
持
・
更
新

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
施
設
の

適
切
な
規
模
と
あ
り
方
を
検
討
し
、

最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

公
共
施
設
の
中
に
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
や
町
立
診
療
所
な
ど
築
年
数
が

40
年
、
50
年
経
過
し
て
お
り
、
そ
の

他
の
施
設
も
、
20
年
、
30
年
以
上
経

過
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施

設
に
つ
い
て
、
建
替
え
・
廃
止
・
大

規
模
改
修
な
ど
具
体
的
な
検
討
が
さ

れ
て
い
る
の
か
、
町
長
に
伺
い
ま

す
。

町
長
答
弁

　

現
在
の
財
政
状
況
で
は
、計
画
に
基

づ
く
維
持
・
更
新
や
大
規
模
改
修
を
行

う
こ
と
も
大
変
難
し
い
状
況
で
、施
設

の
維
持
は
最
低
限
の
補
修
を
行
い
、運

営
を
継
続
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

町
立
診
療
所
が
築
50
年
以
上
、町

民
セ
ン
タ
ー
は
築
40
年
以
上
経
過
し
、

比
較
的
新
し
い
公
共
施
設
も
築
年
数

が
20
年
を
超
え
て
お
り
、そ
の
補
修
に

係
る
経
費
が
近
年
、増
大
し
て
い
ま

す
。

　

施
設
の
維
持
改
修
が
年
々
増
大
し

て
い
る
現
状
か
ら
、将
来
的
な
位
置
付

け
を
定
め
る
時
期
で
あ
り
、特
に
老
朽

化
の
著
し
い
施
設
や
修
繕
費
用
が
増

大
し
て
い
る
施
設
は
、優
先
し
て
検
討

を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、民
間
業
者
等
へ
指
定
管
理
を

行
っ
て
い
る
公
共
施
設
も
、運
営
費
に

赤
字
が
生
じ
、そ
の
補
填
を
続
け
な
け

れ
ば
存
続
が
で
き
な
い
施
設
も
、そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
共
施
設
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
人
口
構
造

や
ニ
ー
ズ
の
変
化
、そ
し
て
町
の
財
政

規
模
に
応
じ
た
、公
共
施
設
等
の
配
置・

総
量
の
最
適
化
が
必
要
で
す
。

　

よ
り
丁
寧
な
実
態
把
握
を
行
い
、町

の
将
来
像
を
見
据
え
た
検
討
や
取
組

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大畠議員
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財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と

当
初
予
算
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
臨
時
財
政

対
策
債
及
び
地
方
特
例
交
付
金
は
減

額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
不
足
財
源
分
を
財
政
調

整
基
金
と
ふ
る
さ
と
基
金
を
取
り
崩

し
て
収
支
を
整
え
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
の

見
通
し
も
不
明
で
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
も
米
価
の
下
落
、
畜
産
物
の

消
費
低
迷
、
商
工
業
も
影
響
を
受

け
、
町
財
政
に
お
い
て
も
税
収
の
減

収
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

税
収
と
基
金
が
減
り
公
債
費
が
増

え
て
い
く
と
一
層
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後

の
財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
の
見
通

し
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

町
長
答
弁

　

地
方
の
一
般
財
源
総
額
は
、総
体
的

に
令
和
３
年
度
を
や
や
上
回
る
予
算
額

が
、ま
た
各
種
町
税
も
同
様
に
確
保
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、景
気
回
復
を
妨
げ

る
原
因
が
今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ

れ
、歳
入
の
大
半
を
地
方
交
付
税
に
依

存
し
て
い
る
当
町
に
と
り
ま
し
て
は
、不

況
の
影
響
に
よ
っ
て
地
方
交
付
税
が
圧

縮
さ
れ
れ
ば
、た
ち
ま
ち
財
政
危
機
に

陥
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

公
共
施
設
や
電
算
シ
ス
テ
ム
等
の
維

持
に
必
要
と
な
る
経
費
が
増
大
し
、任

意
に
削
減
で
き
な
い
義
務
的
経
費
が
歳

出
予
算
の
37
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、財
源

不
足
の
解
消
を
続
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
の
歳
出
削
減
と
歳

入
確
保
を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば
、こ

れ
ま
で
と
同
様
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

財
源
確
保
に
向
け
て
、引
き
続
き
地

方
固
有
の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
な

ど
の
確
保
を
国
に
対
し
て
要
請
を
行
う

と
と
も
に
、住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な

が
ら
、事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、公

共
施
設
の
更
新
・
統
廃
合
な
ど
も
、慎

重
、か
つ
計
画
的
に
検
討
を
行
い
、こ
れ

か
ら
も
財
政
負
担
の
軽
減
と
平
準
化
を

図
り
、徹
底
し
た
財
政
健
全
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

大竹議員

町
立
診
療
所
と
介
護
老
人

保
健
施
設
「
ひ
だ
ま
り
」

の
運
営
に
つ
い
て

　

町
立
診
療
所
は
在
宅
療
養
を
支
え

る
事
業
を
中
心
に
町
内
だ
け
で
は
な

く
、
栗
山
町
、
長
沼
町
な
ど
広
域
で

の
在
宅
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

数
年
前
ま
で
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
多
大
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
訪
問
診
療
、
リ
ハ
ビ
リ
ケ

ア
の
提
供
で
こ
れ
ま
で
町
外
診
療
を

受
け
て
い
た
患
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
現
象

や
新
規
の
患
者
も
増
加
し
た
こ
と
で

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
大
幅

に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
後
に
お
い
て
は
、
医

療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
不
足
も

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
医
師
確
保
を

含
め
た
診
療
所
の
今
後
の
運
営
見
通

し
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
由
仁
町
介
護
老
人
保
健
施

設
「
ひ
だ
ま
り
」
に
お
い
て
は
、
町

政
執
行
方
針
の
中
で
「
入
所
に
よ
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
短
期
入
所

に
よ
る
家
族
の
休
息
な
ど
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
努
め
、
経
営
の
安
定
化

を
図
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
在
宅
と

施
設
入
所
の
中
間
施
設
で
も
あ
り
、

稼
働
率
の
低
さ
や
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
の
増
大
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
経
営
改
善
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

由
仁
町
立
診
療
所
は
、広
域
で
在
宅

医
療
を
提
供
し
て
お
り
、町
外
か
ら
の

入
院
、外
来
、訪
問
診
療
患
者
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

医
師
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、北

海
道
、地
域
医
療
振
興
財
団
、全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、医
師
専
用
の
人
材
紹

介
会
社
を
活
用
し
て
、よ
り
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、在
宅
と

施
設
入
所
の
中
間
施
設
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、今
後
も
大
幅
な
利
用
者
の
増

加
は
見
込
め
ま
せ
ん
が
、入
所
に
よ
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、家
族
の
休
息
の

た
め
の
レ
ス
パ
イ
ト
利
用
な
ど
、在
宅

療
養
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
施
設
と

し
て
、必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
立
診
療
所
と
介
護
老
人
保
健
施

設
の
経
営
に
つ
い
て
は
、何
よ
り
も
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、医
療
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
、利
用
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、情
報
の
入
手
に
努
め
、関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、根
気
強
く
体

制
強
化
に
努
め
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

　

当
町
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
平

成
29
年
度
に
初
め
て
１
億
円
を
超
え

て
以
来
、
今
年
度
ま
で
同
じ
よ
う
な

寄
附
額
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

町
長
も
町
政
執
行
方
針
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

の
み
な
ら
ず
関
係
人
口
の
拡
大
や
ま

ち
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
効
果
に
も
期
待
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
増
や
し
、
寄
附
金
増
加
を
目
指

す
よ
う
で
す
が
、
当
町
と
同
じ
よ
う

な
産
業
構
造
の
管
内
の
自
治
体
で

は
、
２
倍
若
し
く
は
３
倍
近
く
の
寄

附
金
を
集
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
他
の
財
源
と

異
な
り
、
工
夫
次
第
で
は
ま
だ
ま
だ

伸
ば
す
こ
と
が
可
能
な
分
野
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
こ
こ
数
年
の
伸
び
悩

み
と
も
い
え
る
状
況
の
要
因
分
析
と

今
後
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
を
ど
の
よ

う
に
掘
り
起
こ
し
て
い
く
の
か
を
町

長
に
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

近
年
、当
町
の
主
力
返
礼
品
で
あ

る
お
米
の
申
し
込
み
が
伸
び
ず
、特
に

令
和
３
年
度
は
、お
米
の
申
し
込
み
が

大
き
く
減
少
し
、対
前
年
比
で
約
２
、

６
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
中
で
も
人
気
の
高
い
お
米
は
、多
く

の
自
治
体
で
も
主
力
返
礼
品
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、年
々
競
争
が
激
化
し
て

お
り
、同
じ
量
な
ら
寄
附
額
の
低
い
方

に
、同
じ
寄
附
額
な
ら
量
の
多
い
方
に

と
い
っ
た
、よ
り
お
得
感
の
あ
る
返
礼

品
に
寄
附
者
が
流
れ
て
い
る
と
推
測
し

ま
す
。

　

返
礼
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
町

内
の
協
賛
事
業
者
は
、「
広
報
ゆ
に
」や

「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で
募
集
の
ほ
か
、

職
員
が
事
業
者
を
訪
問
し
、協
力
を
求

め
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
登
録
に
結

び
つ
か
ず
、新
規
協
賛
事
業
者
の
伸
び

悩
み
に
よ
り
、返
礼
品
の
種
類
が
固
定

羽賀議員

化
し
、結
果
と
し
て
返
礼
品
を
多
く
そ

ろ
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
全
体
の
寄
附

額
増
加
に
結
び
つ
か
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
、有
名
な
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
さ
と
ふ
る
」を
活
用
す
る
ほ
か
、

返
礼
品
の
単
独
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
と
ど

ま
ら
ず
、新
規
事
業
者
間
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
規
返
礼
品
の
開
発

や
、付
加
価
値
を
高
め
る
見
せ
方
の
工

夫
を
す
る
な
ど
、新
た
な
視
点
と
取
り

組
み
、よ
り
効
果
的
な
発
信
方
法
を
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

　

寄
附
額
の
増
加
に
は
、協
賛
事
業
者

の
協
力
は
不
可
欠
で
、町
内
返
礼
品
の

資
源
と
な
り
う
る
可
能
性
を
追
求
し
、

よ
り
一
層
積
極
的
、重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

議会を傍聴しませんか？
　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて
開かれます。
　事前の申し込みは不要です。
　直接、議場にお越しください。

次の定例会は６月に開かれる予定です。

主力返礼品のお米
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行政報告（町長）

教育行政報告（教育長職務代理者）

ふるさと寄附金の受
付状況について

新型コロナウイルス
ワクチン接種状況に
ついて

令和３年度に締結し
た災害時等に関する
協定について

主な工事の進捗状況
について

　３月１日現在、8,663 件、１億 2,652 万円で昨年同時期にくら
べ、件数では 1,858 件の増、金額では 267 万円の減少となって
おり、寄附額は昨年度を超えていませんが、コロナ禍による新し
い食生活スタイルの浸透がオートミールの人気を高めており、こ
れまで以上の申込みをいただいています。
　来年度も協賛事業者にご協力いただき、由仁町を積極的にＰＲ
して寄附額の増加に努めます。

　１月中旬から３回目の追加接種を、医療従事者や高齢者施設の
入所者・従事者への先行接種を開始しました。
　２月５日から高齢者をはじめとする一般の接種を開始し、町外
から通勤している方も、当町で接種できる体制を整えており、３
月末には集団接種を終える見込みです。
　また、５歳から 11 歳までの小児に対する接種は３月 14 日か
ら町内医療機関で開始する予定です。

　３月１日に、佐川急便株式会社北海道支店と災害時における支
援物資の受入及び配送等に関する協定を締結し、あわせて由仁町
地域見守り活動に関する協定も締結しました。
　今後も多くの企業、組織と連携しながら、災害時等に町民皆さ
んが安心して暮らすことができる地域社会の実現を目指します。

　土木事業の第１太田線道路改築工事と、古山第２墓地線道路改
築工事は昨年 12月 20日完成しました。
　水道事業のヤリキレナイ川改修支障水道管布設替工事は令和４
年度へ工事を繰越し、５月 30日に完成する予定です。

　全国の体力合計点は、令和元年度に比べ小中男女ともに低下し、
運動時間の減少、ゲーム機等の視聴時間増加などが指摘されてい
ます。
　当町の結果は令和元年度と比較し、小学生女子が 0.7 ポイント
増加しているほかは、小学生男子、中学生女子・男子ともに低下
しています。
　小中学生への質問調査で、コロナ前と比べ運動する時間が減少
していると回答しており、新型コロナウイルスの感染防止に努め
ながら、体育授業等でできることから実施していくことが重要と
考えています。

　由仁中学校卒業予定者は 35 名で、うち 33 名が高等学校へ進
学を希望しています。

令和３年度全国体
力・運動能力、運
動習慣等調査結果
について

令和４年３月中学
校卒業予定者の進
路状況について
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３
月
に
入
り
雪
解
け
も
進
み
、
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
飛
来
も
多
く
見
ら
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

　
順
調
に
春
を
迎
え
る
準
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
海
外
で
は
２
月
に
ロ
シ
ア
軍
部
隊
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
子
供
を
含
む
数
千

人
を
超
え
る
一
般
市
民
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
由
仁
町
議
会
に
お
い
て
も
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
に
対

し
、
攻
撃
停
止
・
即
時
撤
退
を
強
く
求

め
、
ロ
シ
ア
大
使
館
に
決
議
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
収
束
を
願
う
も
の
で
す
。

　
町
内
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
３
回
目
と
な
る
追

加
接
種
が
１
月
中
旬
よ
り
始
ま
り
、
４
月

中
旬
時
点
で
、
高
齢
者
を
は
じ
め
こ
れ
ま

で
３
、
５
４
９
人
、
約
81
％
の
方
が
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
予

算
を
原
案
可
決
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
民
皆
さ
ま
よ
り
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た

だ
き
、
皆
さ
ま
と
共
に
住
み
や
す
い
町
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
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19日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
21日　空知議長会役員会※オンライン会議
		  （議会事務室　議長）

３日　空知議長会総会※オンライン会議
		  （議会事務室　議長）
16日　南空知葬斎組合議会第１回定例会
		  （議場　組合議員）
16日　石狩東部広域水道企業団議会第１回
	 定例会	 （恵庭市　組合議員）
18日　南空知公衆衛生組合議会第８回定例会
		  （長沼町　組合議員）
22日　空知教育センター組合議会第１回定例会
		  （滝川市　組合議員）
22日　道央廃棄物処理組合第１回定例会
		  （長沼町　組合議員）
24日　南空知消防組合議会第１回定例会
		  （栗山町　組合議員）

24日	 全員協議会	 （大会議室　議員）
24日	 産業厚生常任委員会	 （大会議室　委員）
25日　南空知ふるさと市町村圏組合議会第１回
	 定例会	 （岩見沢市　組合議員）

１日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
１日　全員協議会	 （委員会室　議員）
３日～18日　由仁町議会第１回定例会
		  （議場　議員）
８日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
11日　全員協議会	 （委員会室　議員）
11日　総務文教常任委員会	 （委員会室　委員）
11日　議会運営委員会	 （委員会室　委員）
15日～16日　予算審査特別委員会
		  （大会議室　委員）
18日　議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
24日～25日　空知町村議長会中央要望実行運動　		
		  （東京都　議長）

１月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp
　　　　　　　　　　　※匿名分は除かせていただきます

議会へ町民の皆様の声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています。

連絡先

３月２月
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